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三陸沿岸漁業地域住民の１日の塩素摂取量

及び塩素換算による食塩摂取量の検討
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１．はじめに

食品に含まれる元素のうち、糖質、たんぱく質及び脂質の３

大栄養素を構成する主要元素（水素、炭素、窒素、酸素）を除

いた､ナトリウム(以下Ｎａとする)、カリウム(以下Ｋとする)、

カルシウム（以下Ｃａとする）等と、これらより少ないが重要

な生理作用を持つ鉄、亜鉛、銅等を合わせて無機質とよぶ《,近

年、さらに微量だが、重要な役割を持つ成分も注目され、クロ

ム､モリブデン､セレン、ヨウ素は2010年度版の日本食品標準

成分表に新たに加えられた。しかし、それらは実際の摂取量も

人の身体での役割も、詳細は不明な点が多い

これらの無機質はヨウ素を除くと金属元素で生体内では陽イ

オンとなることが多いが、これに対して生体内で陰イオンを構

成する塩素(以下Ｃｌとする）については､摂取量等に関する資

料はさらに少ない一般に食品中では食塩（以下ＮａClとする）

としてＮａとひと組とみられているが､食塩を構成しないＮａや

Clも存在している。

我々は実際に人が食べた食事を検体として分析する陰膳実測

法により、飲食物を介して摂取される栄養素や無機質、微量元

素の栄養価や健康影響を検討してきた'~3)。そこで、今回は陰

膳実測法により１日の食事から摂取されるＣｌ量を測定し､これ

から換算されたＮａCl摂取（相当）量（以下、ＮａCl摂取量とす

る）について検討したので報告する。

２.対象と方法

l)陰膳実測法による食事調査

調査は平成１５年３月に実施した。対象地域は岩手県三|賑沿

岸部のウニやアワビ、コンブ･ワカメの主要産地である。対象者

は養殖漁業従事者とその家族で、男３９名(平均年齢53.8±14.9

歳)、女40名(平均年齢55.1±12.4歳)、計79名である。対象者

の丸一日分の全飲食物を朝食、昼食、夕食、それ以外（以下、

間食とする）に分けて採取容器に詰めてもらい寸食事票ととも

に回収した｡食事検体は食品毎に分別･秤量したのち､各食事毎

にミキサーにかけて均一化したものを容器に移し、分析まで－

３０℃で凍結保存した。栄養素等摂取量は五訂版日本食品標準成

分表を用いて算出した。陰膳回収時には食生活・''苔好に関する

アンケート調査及び健康診断（医師による内科検診、採血、採

尿、血圧測定、身長・体重・体脂肪測定、毛髪採取）も同時に

実施した。

なお､本研究は代表者の所属する岩手県立大学盛岡短期

大学部の研究倫理審査委員会の承認を得たものである。

また事前に本研究に関する説明文書を当該地域住民に配

布し、書面にて同意を得られた者を対象者とした。

2)Ｃｌ分析

Ｃｌ濃度は食事検体ｌｏｇに同社の精製水を加えて振漫器

で１０分間振鐙し、その上清を硝酸銀直裁滴定法を用いた

クロライドカウンター（堀場製作所、モデルCL6）で測

定した4)。さらにＣｌの実測値にＮａCl換算係数の１．６５個ａ

の原子量２３とＣｌの原子量35.5からＮａClの分子量は58.5とな

り､Cl量からＮａCl摂取量を算出するには58.5/35.5＝1.65より、

Cl×1.65＝NaCl摂取量となる）を乗じてＮａCl摂取量を算出

した。

3)統計処理

測定によって得られたデータは平均値±標準偏差で示

した。データ解析にはマイクロソフト社製のエクセル統

計２００７を使用した。Ｃｌ濃度、ＮａCl濃度の性差の検定に

は対応のない平均値の差の検定を、また、年齢階層間の

比較には一元配置分散分析を行なった。Ｃｌから換算され

たＮａCl摂取量とＮａから換算されたＮａCl摂取量の関連‘性

については、単相関分析を行なった。

3.結果と考察

l)Ｃｌ摂取量及びＣｌ量から算出したＮａCl摂取量

陰膳実測法により、朝食・昼食・夕食・間食に分けて

採取された、対象者の１日の食事からのＣｌ摂取量を表１

に示した。男39名の１日のＣｌ摂取量(以下、平均値±標準偏

差で表示）は7.84±2.729で、食事別に分けてみると、朝食で
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